
 

令和８年度 学校評価報告書 (目標設定) 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 
グループ目標 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

・中高一貫教育の

特色を活かした

教育課程を策定

し、知的好奇心

を引き出し、高

い学力と志を身

に付けさせる。 

・探究学習を中心

にカリキュラ

ム・マネジメン

トを展開し、

「自ら考え・調

べる」姿勢を育

成する。 

・主体的・対話的

で深い学びを重

点研究し、言語

活動の充実を図

りながら科学的

根拠に基づく論

理的思考力、及び

STEAM 教育等を通

して表現力を育

成する。 

・グローバル社会

に求められる英

語運用能力向上

を目指すととも

に、様々な価値

観を持つ人々と

の相互理解を推

進する。 

①思考力・判断

力・表現力を高

める振返りシー

トと評価方法や

評価の手立てを

整理する。ま

た、各教科で中

高一貫教育の６

年間の教育課程

を整理する。 

  

  

②英語運用能力の

更なる向上を目

指す。 

  

②学校外との交流

を推進する。 

①「思考力・判断

力・表現力の育

成」および６年

間を見通した

「指導と評価の

一体化」を共通

テーマとして研

究を実践する。 

   

 

②英検受験、合格

率と GTEC スコ

ア、および共通

テスト平均点を

過去のデータと

検証し、現状分

析と目標を再設

定する。 

  

②特別土曜講座に

おいて、他校生

の参加を呼びか

けたり、生徒か

らの提案や意見

も吸い上げたり

する。 

 

①研究成果と教

科への還元は

どうであった

か。単元に係

る振返りを実

施し、生徒に

６年間の展望

を持った学習

姿勢を持たせ

ることができ

たか。 

 

 

 

②データの推移

と分析結果は

どうであった

か。 

  

②特別土曜講座

への参加者数

や参加校数に

変化は見られ

たか。また、

生徒からの提

案がどのくら

いあったか。 

〇「教員プチ探究」の取組
みを活かし、教職員が指導
と評価の一体化を深く理解
し、生徒の主体的な学習態
度を育むとともに生徒の思
考力・判断力・表現力の更
なる向上を目指す。 
〇「指導と評価の一体化」
の視点に重きを置いた教科
指導をより一層充実させる
とともに、各教科の育成す
る資質・能力を明確化し、
本校における６年間の系統
立てた教科指導を展開す
る。 
〇積極的に自ら発信する姿
勢を育成するとともに、校
外での活動、交流研修等を
周知し、日頃の学習の成果
を自ら確認する機会を設け
させる。自己理解を深めな
がら他者との交流の中で実
践力を伸ばす。 
〇英語運用能力以前の「自
らコミュニケーションを求
める姿勢」を育む機会を生
徒に提供する 
〇特別土曜講座を「School 
Cross」のプラットフォー
ムとして活用し、生徒をコ
ンフォートゾーンからスト
レッチゾーンに連れ出し、
自己理解と他者理解を促進
する。 

２ 

（幼児・
児童・） 
生 徒 指
導・支援 

・自主自律を推奨

し、目標達成を

諦めない精神力

と規範意識、思

いやりをもって

下級生を指導す

るリーダー意識

を醸成する。 

 

・６年間を安全か

つ安心して過ご

せるよう、安全

教育を通じて支

援・指導を行

う。 

 

 

 

 

①「あいさつ」
「時間を守る」
「整理整頓」の
３つを、生徒に
自主的に取り組
ませる。 

 
 
②事件や事故、い
じめ等を未然に
防ぐ。カウンセ
リングを積極的
に活用する。 

 
 
 

① 「あいさつ」
「 時 間 を 守
る」「整理整
頓」の３つの
柱において、
生徒による自
主的取組を促
す。 

 
②新たに月間指導
目標を設定し、
全教職員で指導
する。カウンセ
リングを公欠扱
いとする。 

① 生徒一人ひ
とりが、３
つの柱に対
して自主的
に取り組め
たか。 

 
 
 
②生徒の様子と
生徒の評価は
どうであった
か。カウンセ
リングを受け
た生徒の経過
はどうか。 

 

〇生徒自身が委員会活動や
行事等のあらゆる場面にお
いて、「あいさつ」「時間
を守る」「整理整頓」の３
つの柱に対する意識を高め
られるように、場と機会を
設定する。 
〇教育相談センター会議の
充実化を進め、初動から組
織で動き問題の重大化を防
ぐ体制を確立する。 
〇月間指導目標では、「挨
拶」「時間を守る」「整理
整頓」の三つの柱を定着さ
せるため重点項目を月毎に
設定し、全職員で具体的な
方法を共有し指導にあた
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 
グループ目標 

具体的な方策 評価の観点 

３ 
進 路 指
導・支援 

・第一志望を諦め
ない進路指導を
徹底するととも
に、５教科受験
での国公立大を
推奨し、60 名以
上の現役合格者
を目指す。ま
た、国公立大や
難関大における
現役合格率 75％
を目指した段階
的・体系的な支
援・指導を行
う。 

・キャリアパスポ
ートを活用しな
がら、高い志を
維持させるた
め、実践・経験
値を向上させ、
自己変容のプロ
セスを重視した
キャリアプラン
ニングを指導す
る。 

① 第一志望を諦
めない進路指
導を推進す
る。 

 
 
②主体的取組とし
てのコンテスト
参加を引き続き
促す。 

① 進路実績の分
析と指導体制
を検証する。 

 
 
②検定やコンテス
ト参加数調査を
継続して行う。 

① 第一志望の
進路実現を
達成できた
か。 

 
② 参加者数は

どのように
推 移 し た
か。 

 

○生徒の進路希望の実現に
向け、学校としての体系的
な進路支援体制の構築を目
指す。 
 
〇校外での講座やコンテス
トの参加を主体的取組の機
会として情報提供に努め
る。 

４ 
地域等と
の協働 

・地域交流から社
会貢献意識を醸
成する。 

・神奈川県を代表
する中高一貫校
としての魅力を
発信し、６年の
学びの意欲を引
き出す広報、開
かれた学校づく
りを推進する。 

 

①校外活動を促す
とともに、効果
的な防災訓練を
実施する。 

 
②学校のミッショ
ンを踏まえなが
ら、受検者の視
点を取り入れた
学校案内を作成
する。 

① 相模原南消防
署と連携した
防災訓練を計
画 、 実 施 す
る。 

 
② 生徒のアイデ

アを活かした
学校案内を作
成し、説明会
を企画する。 

① 生徒の社会
奉仕、社会
貢献意識と
防災意識は
向 上 し た
か。 

 
② どのような

アイデアを
活かすこと
が で き た
か。 

〇学年全体で計画的な地域
貢献活動を行う。 
〇職員や生徒にとって、よ
り効果的な防災訓練等の方
法を模索し、学校全体の防
災意識を向上させる。 
〇学校説明会や受検生対象
の学校見学において、本校
が求める生徒像を発信しつ
づけ、入学後のミスマッチ
を減らしていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・業務を組織的に
可視化させ、効
率向上から働き
方改革を推進す
るとともに、OJT
を意識しながら
職員相互の能力
向上を図る。 

・地域から信頼さ
れるため、職員
一人ひとりが県
職員としての自
覚を持ち、不祥
事防止に全力で
取り組む。 

 

①帰宅しやすい環
境づくりの継続
とスクラップ提
案等により、業
務削減に取り組
む。 

 
②同僚性の醸成に
継続的に取り組
み、不祥事防止
の意識を高め
る。 

 

① 試験前に会議
を設定しない
とともに、採
点システムの
運 用 お よ び
「スクラップ
提案書」を継
続して実施す
る。 

② 教員による不
祥事防止研修
を継続し、特
に成績処理に
関する事故防
止に努める。
コミュニケー
ションの取り
やすい職場づ
くりを重点目
標とする。 

①時間外勤務時
間や年休取得
数がどのよう
に変化した
か。 

 
②研修会は実施
できたか。ま
た職員同士の
コミュニケー
ションが増え
たか。 

〇年休取得の推進、帰宅時
間の促し等、意識改革の手
立てを実践する。 
〇職員の不祥事防止には
「同僚性の醸成」「風通し
の良い職場創り」が不可欠
ととらえ、不祥事防止研修
会を企画・実施する。 
〇職員同士のコミュニケー
ションを密に行い、些細な
疑問等も情報共有できる環
境を醸成し、成績処理等に
関する事故の未然防止を図
る。 

 


